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である (岩波講座 :現代社会学 『他者 ･関係 ･コミュニケーション』1995年などを参照)｡
攻撃性は抑制されるべきものではなく適正化によって新たな可能性を獲得できるもので















これが第 1の特徴となる人格評価-人格批判メッセージである｡ 第 2の特徴はあなたメッ


























































































ジ,児童 ･生徒においては,Win･感情 (快不快)･抑制された私メッセージを形成 して
いるのである｡
このようなWin･感情 (快不快)･抑制された私メッセージは,学級における ｢いじめ｣































の不安定さや教育活動の不十分さをもたらしているからである｡ 我々が議論 してきた ｢い
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じめ｣問題は,すべてが｢いじめ｣問題ではなく,｢いじめ｣と攻撃性 ･攻撃が混在している｡








るが,キモイ (悪口)や短足 (からかい)の質は分析されないのである｡ 量的に捉えるこ
とで,｢長期にわたるいじめ｣｢深刻ないじめ｣というその質を問いきれない過小評価が発
生する (すべてが ｢いじめ｣という質に還元されるのである)｡他方で,現在の ｢いじめ｣



























学級における ｢いじめ｣は,｢異人｣を形成 (｢異人化｣)し ｢形式的な排除｣によって,
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集団およびグループを形成 ･維持するために行われる,それが目的である (小松和彦 ｢異













































撃性 ･攻撃の背景になっていること,｢ムカック｣ ことで攻撃性 ･攻撃を抑制 しているこ
とが指摘されている｡ しか し,｢ムカック｣ことの否定的 ･抑制的な現象だけではなく,



















学級における ｢いじめ｣は,｢異人｣を形成 し ｢形式的な排除｣によって,集団およびグ


































自尊感情 (セルフ ･エスティーム)が低下 している (性格面),原因帰属方法に偏りがあ
る (認知面),ソーシャル ･スキルの未熟さ (行動面)が顕著だという指摘である (荒木
紀幸 ･倉戸ツギオ編 『健康とス トレス ･マネジメント』p46 ナカニシャ出版 2003年)0
第 3章 自己中心的な自己認識の形成と攻撃性の四角形































































































































児童 ･生徒の人格のあり方に問題があるとされる｡ そして,児童 ･生徒もまた ｢原因とし
ての他者の人格問題｣に同一化され,諸問題の原因として教師の人格,児童 ･生徒の人格
を問題視することになる｡ すぐ怒る教師 (あなたメッセージでの児童 ･生徒への人格批判)












































体を基礎 とするものと考えるが,それ らの相互関係,自尊意識 と諸能力の総体の関係こそ
が重要である｡ なぜなら,そこには対抗が,競争に勝っための手段 としての諸能力形成-
他者に勝っ ことによる自尊意識の向上 と,自尊意識の向上を目的とする諸能力の向上-請









事項問題｣ に原因を見 る｡ 例えば,運動会の学級対抗 リレーで,Aさんがバ トンを落 と
したため負けて しまった｡練習の時はいっも1位だったこともあり,B君は ｢負けたのは
お前のせいだ｣ とAさんを責め,Aさんは泣き出 して しまった｡B君はAさんの人格を





えるべきだった,申 し訳ない｡ただ,バ トンを拾 った後の Aさんの一生懸命 さ,その後
のC君,Dさんの必死さを思い出 して欲 しい｣｢B君,失敗よりも,その後のカバーも見
て欲 しい｣などになるだろうか｡問題を人格ではな く事項で考えると,さまざまな課題に
気づ くことができる｡ その結果,来年はもっと練習 しよう,滑 らないバ トンを買 ってもら
おうなど,新 しい可能性が具体的にうまれるのである｡
積極性の四角形での ｢ソーシャル ･スキル｣は,Win-Winである｡Win-Winとは,
自分 も勝 って相手 も勝っことであり,そのために考え,知恵を出すことである｡ 例えば,
A君が学校に扇子を持 ってきた,興味を惹かれた Bさんが こっそり借 りて遊んだ際,破 っ
て しまった｡扇子を破 られた A君は,｢弟のなのに, どうして くれるんだ｣ と怒 った｡ さ
て,Win-Loseならば,A君はBさんに ｢謝れ,弁償 しろ｣ と言い,Bさんは ｢学校に
持 ってきたほうが悪い｣ と対立することになる｡また,教師が介入すると,持 ってきた A
君 も,黙 って使 って破 った Bさん も悪い,教師が勝 って (Win), 児童 2人が負ける
(Lose)になることが多い ｡ しか し, これを Win-Winにすることは可能である｡
Win-Winな ら (前提 として Win-Winで解決する合意が必要),A君 は ｢Bさん,
なんとか弟が許 して くれる方法一緒に考えて｣,Bさんは ｢そうだ,折 り紙で小さな花び
らと雪の結晶を作 って,扇子を張 り合わせよう｣｢Cさんが,得意だか ら教えてもらおう｡
A君 も手伝 ってよ｣ など, トラブルを新 しい関係づ くりに転換することさえ可能になる
のである｡
積極性の四角形によってはじめて,｢自己を拡大する他者 一他者を拡大する自己｣ とい


























私たちの攻撃性の研究は,児童 ･生徒の ｢荒れ｣や ｢事件｣の激 しさの原因と構造を探
り,それだけではなく,改善プログラムの作成までを考えるものである｡
攻撃性を位置づけることで,｢荒れ｣や ｢事件｣,｢いじめ｣｢ムカック｣などを分析する
足がかりができるように思っている｡ これまで言われてきた ｢いじめ｣を ｢異人｣論的に





あなたメッセージや私メッセージは, トマス ･ゴードン 『教師学』(小学館1985年)を参
考にしている｡ それらを分析手段に,実際の学級コミュニケーションを検討 してきた結果
が,Win-Lose･人格評価一人格批判 ･あなたメッセージ段階という規定である｡
攻撃性の四角形は,積極性の四角形へ転換する必要がある｡単なる批判や抑制を拡大す
るのではなく,積極性へと転化することが可能となるプログラム,適正化プログラムを作
成 し,教育実践へ提案できるよう研究を継続するつもりである｡
